
JIS G3136 : SN
JIS G3192 : SS, SM

区分
許容差

JIS G3136 JIS G3192

辺
（B）

B≦400 ±2.0
400＜B ±3.0

高　さ
（H）

H＜800
B≦400 ±2.0
400＜B ±3.0

800≦H ±3.0

厚　さ

（t₂）

6≦t₂＜16 +1.7  －0.3 ±1.0

16≦t₂＜25
+2.3  －0.7

±1.5

25≦t₂＜40 ±1.7

40≦t₂ +2.5  －1.5 ±2.0

（t₁）

t₁＜16 ±0.7
16≦t₁＜25 ±1.0

25≦t₁＜40 ±1.5

40≦t₁ ±2.0

   長　さ **
（L）

L≦7000 +40.0  －0

7000＜L
長さ1ｍまたはその端数を
増すごとに上記+側許容差に

5mmを加える。

直角度
（T）

H≦300 ≦0.01B
ただし最小値1.5mm

300＜H ≦0.012B
ただし最小値1.5mm

フランジの折れ
（ t ） B≦400 ≦0.015b かつ ≦1.5

曲がり
H≦300 ≦0.0015L
300＜H ≦0.001L

局部曲がり － －

中心のかたより
（S）

B≦400 ±2.0
400＜B ±3.5

  切断面の直角度 ***

***

（e） － ≦0.016H または ≦0.016B
但し最小値3.0

ウェブの反り
（δ）

H≦350 2.0以下
350＜H＜550 2.5以下
550≦H 3.0以下

 H形鋼 [JIS材 ] 寸法の許容差
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**JIS G3192では、長さのプラス側許容差は受渡当事者間で協定することが可能となっています。
JIS G3192では、切断面の直角度は、注文者殿からの要望があった場合に適用することになっています。
本カタログは、発行時点のJISに準拠しております。カタログ発行後にJISが改訂される場合もあります。
その際は、別途、最新JISの規格    内容をご参照下さい。
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注）JIS G3192では、ウェブ反りは、  　 
コーナーR部を含まない部分に適　 
用することになっています。


